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要　旨
本稿では，彗星氷中の窒素を含む分子について，15N 濃集を調べた。彗星アンモニアにおける 14N 













































NH2 ラジカルの 14NH2/15NH2 比については，ごく最近になって我々の研究グループとヨーロッパの
研究グループが，それぞれ成果を出し始めたところである。ヨーロッパの研究グループでは，過去
10 年間にわたって欧州南天文台ESOの 8m望遠鏡群VLTに搭載された高分散分光器UVESによる
分光サーベイ結果から，特に SNの高い 12 個の彗星のデータを全て平均化することで SN比を最大
限に高め，そのスペクトル中に 5NH2 の輝線を得ている。その測定結果から，14NH2/15NH2 ~ 130 となっ
ている（Rousselot et al. 2014）。また，我々は単独彗星について上記の測定に成功しており，




我々のグループでは，2013 年の C/2012 S1（ISON）彗星，C/2013 R1（Lovejoy）彗星，そして
2015 年の C/2014 Q2（Lovejoy）彗星の観測結果から，それぞれの彗星について，14NH2/15NH2 を得








る系統誤差によるが，特に後者が ~25% にもおよぶと考えている（Shinnaka et al. 2014）。この系統
誤差は，14NH2 と 15NH2 とで同じ光解離率，同じ遷移確率を持つとした仮定によると考えており，SN
の高いRousselot らの 12 個の彗星の平均スペクトルでさえ個別のラインで 14NH2/15NH2 に ~25%程度














分子生成を提案する。もしもHCNのようなニトリルが 15N に富んでいるならば，その原因はN2 分




1．領域 I : 分子雲コアの外部でN2 分子が完全に解離されている
2． 領域 II : 分子雲コアの比較的内部，14N14N は自己遮蔽効果によって外部の紫外線から守られ
て分子状であるが，15N14N は紫外線吸収が光学的に薄く 15N と 14N に解離されている領域
3．領域 III : 分子雲コアの内部で，14N14N も 15N14N も共に分子状態
というように分子雲コアを領域別に分けると，領域 II では原子状のガスとして 15N が濃集している
ことになる。このような比較的濃い状態となった分子雲コアにおいて，様々な化学反応が進行し，上
記の領域ごとに比較的短時間で 15N の濃集プロセスが進む可能性がある。分子雲コアの寿命は 105 年
程度としても（十分に観測的に理解されているわけではない，また，分子雲そのものの寿命は ~106
～ 107 年と考えられる），十分に検討の余地があろう。また，この仮説では，領域ごとに窒素同位体
の存在比が異なることが予想される。つまり，領域 II でのみ 15N の濃集が進み，それ以外の領域で
はあまり顕著な濃集が見られないということである。分子雲コアからの物質降着は，基本的に初期の
構造を保って収縮する。すなわち，より内側の物質はより早く中心星や原始惑星系円盤の内側領域に
降着し，分子雲コア外側の物質は後から降着して原始惑星系円盤の外側に降着する（Visser et al. 
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Abstract
In this study we discuss about 15N-fractionation in cometary N-bearing molecules like NH3 and 
HCN. Our observations have revealed that 14N/15N ratio ~ 150 for cometary NH2（i.e., for ammonia 
frozen in cometary nuclei）, which is similar to a typical value for CN and HCN. The 15N-fractionation 
might occur in the stage of molecular could core via grain-surface chemistry from atomic nitrogen.
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